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課
題 

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
十
七
（
出
典
：『
宇
治
拾
遺
物
語
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

昔
、
晴
明

が

格
助
（
体
修
）

土
御
門

の

格
助
（
体
修
）

家
に格

助

老
い

ヤ
上
二
・
用

白
み

マ
四
・
用

た
る

存
続
・
体

老
僧
来
た
り

ラ

四

・

用

（
※
１
）

ぬ
完
了
・
終

。
十
歳
ば
か
り

副

助

な
る

断
定
・
体

童
部
二
人
具
し

サ
変
・
用

た
り

存
続
・
終

。

晴
明
、「
何
ぞ

副

の
人

に
断
定
・
用

て接
助

お
は
す
る

尊

（

晴

→

老

）

ぞ終
助

」
と格

助

問
へ

ハ
四
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、「
播
磨
国
の
者

に
断
定
・
用

て
候

ふ

丁
（
老→

晴
）

。
陰
陽
師
を格

助

習
は

ハ
四
・
未

ん
意
志
・
終

（
※
２
）
志

に
断
定
・
用

て
候

ふ

丁
（
老→

晴
）

。
こ
の
道
に
殊
に

副

す
ぐ
れ

ラ

下

二
・

用

て
お
は
し
ま
す

尊

（

老

→

晴

）

由
を
承

り

謙
（
老→

晴
）

て
、
少
々

副

習
ひ

ハ
四
・
用

参
ら
せ

謙
（
老→

晴
）

ん
意
志
・
終

と
て

格

助

参

り

謙
（
老→

晴
）

た
り

完
了
・
用

つ
る

完
了
・
体

な
り

断
定
・
終

」
と
い
へ

ハ
四
・
已

ば
、
晴
明

が

格
助
（
主
格
）

思
ふ

ハ
四
・
体

や
う
、「
こ
の
法
師
は係

助

か
し
こ
き

ク

・

体

者

に
断
定
・
用

こ
そ

係

助

あ
る

ラ
変
・
体

め
れ

推
定
・
已

。
我
を
試
み

マ
上
一
・
未

ん
意
志
・
終

と
て

格

助

来
カ
変
・
用

た
る

完
了
・
体

者
な
り

断
定
・
終

。
そ
れ
に

わ
ろ
く

ク

・

用

見
え

ヤ
下
二
・
用

て
は係

助

わ
ろ
か
る

ク

・

体

べ
し

推
量
・
終

。
こ
の
法
師
少
し

副

ひ
き

接

頭

ま
さ
ぐ
ら

ラ

四

・

未

ん
意
志
・
終

」
と
思
ひ

ハ
四
・
用

て
、
「
供
な
る

断
定
・
体

童
部
は係

助

、
式
神
を
使
ひ

ハ
四
・
用

て

来
カ
変
・
用

た
る

存
続
・
体

な

断
定
・
体
（
撥
）

め
り

推
定
・
終

か
し

終

助

。
式
神
な
ら

断
定
・
未

ば

接
助
（
順
仮
）

召

し

尊
（
晴→

晴
明
の
式
神
）

隠
せ

サ
四
・
命

（
※
３
）
」
と
心
の
中
に
念
じ

サ
変
・
用

て
、
袖
の
内
に
て

格

助

印
を
結
び

バ
四
・
用

て
、

ひ
そ
か
に

ナ

リ

・

用

呪
を
唱
ふ

ハ
下
二
・
終

。
さ
て

副

、
法
師
に
い
ふ

ハ
四
・
体

や
う
、「
と
く

副

帰
り

ラ
四
・
用

給

ひ

尊
（
晴→

老
）

ね
完
了
・
命

。
後
に
よ
き

ク

・

体

日
し
て

格

助

、
習
は

ハ
四
・
未

ん
意
志
・
終

と
の
た
ま
は

尊

（

晴

→

老

）

ん
婉
曲
・
体

事

ど
も

接

尾

は係
助

教
へ

ハ
下
二
・
用

奉

ら

謙
（
晴→

老
）

ん
意
志
・
終

」
と
い
へ

ハ
四
・
已

ば
、
法
師
、「
あ
ら

感

動

貴
形
（
語
幹
）

」
と
い
ひ

ハ
四
・
用

て
、
手
を
摺
り

ラ
四
・
用

て
額
に
当
て

タ
下
二
・
用

て
立
ち

タ
四
・
用

走
り

ラ
四
・
用

ぬ
完
了
・
終

。 

※
１
：
カ
行
変
格
活
用
「
来
」
＋
完
了
存
続
の
助
動
詞
「
た
り
」
と
解
釈
し
て
も
文
脈
上
は
大
し
て
支
障
は
な
い
が
、「
来
て
い
る
」

「
来
て
し
ま
っ
た
」
と
す
る
よ
り
は
単
純
に
「
来
る
」
と
訳
せ
る
ほ
う
が
自
然
だ
と
判
断
し
、
一
語
の
動
詞
「
来
た
る
」
を

採
用
し
た
。 

※
２
：
「
婉
曲
」
で
解
釈
し
て
も
理
解
で
き
な
い
文
脈
で
は
な
い
が
、「
習
は
ん
志
」
＝
「
習
は
ん
と
す
る
志
」
と
し
て
「
意
志
」 

で
解
釈
す
る
方
が
訳
が
自
然
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

 

※
３
：「
召
す
」
は
尊
敬
語
で
「
お
呼
び
に
な
る
」「
召
し
あ
が
る
」「
お
召
し
に
な
る
」
な
ど
の
訳
が
基
本
だ
が
、「
す
」
の
尊
敬

語
と
し
て
文
脈
に
依
存
し
た
訳
を
当
て
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
一
種
で
あ
る
「
～
を
取
り
上
げ
な
さ
る
」
と
い
う
形
で
今

回
は
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、
敬
意
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
陰
陽
師
で
あ
る
安
倍
晴
明
が
「
自
身
の
式
神
を
用
い
て
相
手
の

式
神
を
封
じ
る
」
と
い
う
場
面
な
の
で
、
術
者
で
あ
る
晴
明
が
自
身
の
式
神
に
頼
み
込
む
と
い
う
形
式
を
採
用
し
て
「
晴

明→

晴
明
の
式
神
」
と
し
て
い
る
。 

 

◎
現
代
語
訳
（→

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
照
） 


